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呉市自立支援協議会のつながりを、これからの力に 
 

呉市福祉保健部  
福祉担当部⻑（兼）福祉事務所⻑ 柏尾 真美 

 
日頃から、呉市の障害福祉行政にお力添えをいただき、

感謝申し上げます。 
昨年４月、福祉担当部⻑、福祉事務所⻑として、初め

て障害福祉に携わることとなり、呉市自立支援協議会の
活動に触れる機会を得ました。 

この一年間、部会等の記録を読ませていただいたり、
講演会等に参加させていただく中で、皆さんの活動や、
それぞれの立場での大変さ、熱意を感じてきました。 

以前、介護などの福祉の現場において、「他の立場の人
の意見が聞きたい」、「日頃から顔の見える関係をつくり
たい」といった声を耳にしたことがあります。そうした
中で、多くの関係団体が定期的に集まり、顔の見える関
係の中で協議する場があることは、とても意義深いこと
です。 

自立支援協議会には、障害のある人やそのご家族が抱
える様々な困りごとに対して、一つの機関だけでは解決
できないことも、地域の関係者が力を合わせることで解
決していこうという思いが込められています。 

一人ひとりの「困った」をきっかけに、地域の課題を
見つけ、それをみんなの課題として、様々な立場の人が
集まり、経験や知恵を出し合う。そうした一つひとつの
積み重ねから、地域に必要な仕組みや新たな支援が生ま
れてくることがあります。何かあった時に相談でき、一
人で悩まなくてもよいということは、支援に携わる者に
とっても心強い支えになります。 

また、それぞれの取組を共有し、互いに学び合い、良
いところを取り入れていくことも、自立支援協議会の大
きなメリットです。異なる立場や考えを持つ人が集まる
ことで、難しい面もあるかもしれません。しかし、様々
な考えに触れるからこそ、新たな気づきが生まれ、視野
も広がります。 

渡辺前部⻑もＫＰ通信で「この場を使わないともった
いない」と書かれていました。まさに自立支援協議会の
意義を表す言葉だと思います。是非、このつながりを生
かし、よりよい協議会へと、ともに発展させていきまし
ょう。 

呉市が掲げる「障害のある、ないにかかわらず みん
なが安心して暮らし、学び、働き、交流し、挑戦できる
まちの実現」には、行政だけでなく、障害福祉サービス
事業所、相談支援機関、医療・教育・就労などの関係機
関、地域の皆様が、それぞれの立場から力を合わせて取
り組んでいくことが大切です。 

自立支援協議会は、こうした関係者がつながり、地域
の課題を共有し、その解決に向けて知恵を出し合う場と
して、大きな役割を担っています。 

これからも皆さんとともに、このつながりを力に変え、
一人ひとりが安心して自分らしく暮らせる地域づくりを
目指していきたいと思います。今後ともどうぞよろしく
お願いします。
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研修報告 
支援の仕事を人権から考える 

映画「えんとこの歌」 
呉市自立支援協議会 上映会＆講演会 

協議会・基幹・拠点事務局  小河 努
 

7/21 には
協議会とし
て、ドキュ
メンタリー
映画「えん
とこの歌」
（伊勢真一

監督）の上映と監督自⾝のトークショー、それから⻑瀬
修・立命館大上席研究員による講演会「障害者の権利条
約が⽰すもの〜支援の仕事を人権から考える〜」を開催
しました。 
 「えんとこ」というのは、脳性まひで寝たきりとなっ
た伊勢監督の学生時代の友人、遠藤滋のいるところであ
り、縁のあるところという意味です。支援者とのいのち
を生かし合う居場所、寄り合う場所でもあります。その
寝たきりの日々は 35 年。監督が、ベッドサイドでただた
だ介助者との交流の日々を記録し続けた歳月は 25 年と
も言います。その遠藤さんは、50 代後半になってから短
歌を詠むようになります。 
自らを他人と比ぶることなかれ／同じいのちは他に一つ

なし 

一方、介助に入る人たちも、遠藤さんとの交流のな
かからそれぞれの人生を見つめ直し始めます。この交
流、交歓に感動したという感想が、多くありました。 
・寄り添うことではなく、寄り合うことの深さを感じました。ありのまま

の生き方をありのままに見せていただき、生きるということの意味

を考えさせられました。 

・この世に与えられた命は“障害のある・なし”にかかわらず、必要

な命であると感じました。テーマソング「不屈の民」が、遠藤さん

の生きざまに対する応援歌に聞こえました。 

・障害者を扱ったこのような映画は、だいたいは同情を誘うような映

画が多いという印象ですが、「えんとこの歌」は逆に生きる力が湧

く映画でした。生きているだけで、それだけで何物にも代え難い

価値があるのだと教えられました。 

・私にとって、どこか懐かしい気持ちのする人たちが沢山登場する

映画でした。腕や首のいかついタトゥーと、穏やかな語り口がどう

にもアンバランスに感じる女性や、ギターをかき鳴らしてジャパニ

ーズブルースを歌う男性。きっと、ライブハウスやクラブに出入り

している面々が、ひょんなことから遠藤さんに繋がり、もともとそこ

にある人の繋がりへと輪が広がっていったのだろうと推測される。

私にも、同じ匂いのする友人が沢山いる。海外にも。えんとこの

歌に登場してきた人たちと似たような人たちが集うコミュニティが

全国各地、世界各地にあり、そこでは思わぬ出会いや出来事が

起こることも、経験から知っている。それらの人たちが、時に信じ

られないくらいの善良性を発揮し、時に世界を動かすこともある。

ただ、それはとても刹那で、一期一会と言えるような関係性で、実

際に遠藤さんの亡き後、第二、第三の遠藤さんが生まれるとは限

らず、何なら、彼らの繋がりさえも確実なものではないかもしれな

い。だからこそ、この映画は魅力的で、心に響くのだと感じた。遠

藤さんのソウルフルでロックな詩も、そして遠藤さん自身も、本当

に魅力的な方だと感じました。 

・『自らを他人と比ぶることなかれ同じいのちは他に一つなし』人は...

他人と比べて、落ち込んだり...自分より「上」だ「下」だと優劣をつ

けたりする。あの人はいいな...あの人よりはマシなど、と...。人は...

皆んな違っていてあたり前なのに...できないことばかり...みてしま

う。生きていると不満や面倒なことばかり...感謝する心を忘れてし

まう...また...それが人でもあるのだけど...。これまで生きてきた自

分を...誉めて労ってもいいんじゃないか。他人と比べることなく自

分をみつめてみる...他人と競うより...自分のペースで生きていけ

ばいい...。そんな気持ちになった心に残る歌でした。ありがとうご

ざいました。 

・映画を見ながら、学生の頃に出会った重度の障害のある方々が

遠藤さんと重なりました。軽やかに、しなやかに、堂々と、人を頼

って生きる姿は、その頃からずっと心に焼きついて、生きる指針と

なっています。きっと、えんとこの介助者の皆さんも、それぞれに

遠藤さんと深い時間を過ごす中で、「当たり前」や「常識」や「べき」

がはがれ落ちて、柔らかく生きていく力を得ているのかな。と思い

ました。いい映画でした。 

他方で「これは遠藤さんと介助者の濃密な、特別な関
係のドキュメンタリーであり、違和感を覚える」という
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感想もあったことを付け加えておきます。 
 しかし、依然として障害者に対する優生的な価値観は
根強く存在します。監督はこの映画を制作した動機の一
つが、19 人の障害者を殺し、26 人に重軽傷を負わせた
津久井やまゆり園事件にあったことを述べています。今
年は事件からちょうど 10 年の節目の年になります。遠
藤さん自⾝も、その恐怖を映画のなかで述べています。 
見知りたる男の刃物を振り上げて／迫り来るをわが夢に

見つ 

このことについての感想もありました。 
・やまゆり園事件について、遠藤さんが、自分にも起こることとして

不安な気持ちを話されていたことが印象的でした。犯人の考えに

同調する人がいたこと、そして今もいること。事件から10年、日本

は前へ前進したのか？共生社会とは？まだまだ考えさせられま

す。 

・ドキュメンタリー映画を観ることはこれまであまりありませんでした

が、最後まで感情が湧いてくる映画でした。相模原事件の加害者

が「えんとこ」のようなところに行っていたら、ああはならなかった

のではないかとか、福祉に携わる人の心の安定とか、いろいろな

ことを考えながら観させてもらいました。 

 後半の⻑瀬修・立命館大上席研究員による講演「障害
者の権利条約が⽰すもの〜支援の仕事を人権から考える
〜」では、遠藤さんのような「障害者の権利としての地
域生活」が、実は一朝一夕になったものではないことが
明らかにされました。 
 障害者がそもそも人権の対象とされた歴史は浅いので
す。世界人権宣言（1948 年）では障害は人権の視野に入
っていません。精神薄弱者の権利宣言（1971 年）にも、
障害者の権利宣言（1975 年）にも、障害者は「可能な限
り」他の人々との権利を有するとあります。障害は福祉
（保護）の対象でした。 
 局面が変わったのは、1981 年の国際障害者年です。そ
れまでの「保護の対象としての障害者」から、「自分たち
のことを自分たちで決める権利の主体としての障害者」
へと考え方を転換しようという国際的な流れが強まり、
障害種別をこえた当事者団体（障害者インターナショナ
ル）が社会モデルを打ち出します。 
 その精神が結実したのが、障害者権利条約（2006 年）
です。日本は、その 8 年後 2014 年に批准します。その
間、障害者基本法の抜本改正（2011 年）、障害者総合支
援法（2012 年）、障害者差別解消法（2013 年）、重度訪

問 介 護 の 対 象
拡大（2014 年）
と、国内法や諸
制 度 を 整 備 し
ていきました。
しかし、2022 年
の 9 月、障害者
権 利 条 約 の 進
捗状況をチェックする権利委員会から日本政府は、総括
所見で「障害者が居住地及びどこで誰と生活するかを選
択する機会が限定的である」として、「迅速な是正措置を
とること」と勧告を受けました。総括所見が指摘したの
は、分離教育と施設支援の見直し、地域生活支援の推進
です。 

⻑瀬さんは特に、障害者権利条約の 10 条（生命の権
利）、12 条（本人に代わるのではなく本人を支える支援）、
19 条（地域で自立して暮らす権利）を取り上げ、会場に
「どのような支援が、障害者の生命、尊厳、自己決定、
地域で暮らす権利を守る支援と言えるか、現場の経験か
ら考えてみてください」と投げかけられました。 
 そして、「支援の仕事は、権利が守られる社会条件を少
しずつつくりかえていく仕事でもある」と、私たちにエ
ールを送ってくれました。「えんとこの歌」は、その一つ
の答え、重度障害者と支援者の暮らしの場、「寄り合う」
日常の風景を描き出しているように見えます。 

映画と講演を通じて、支援するということの意味、そ
して権利条約が支援者に与える視座を改めて確認するこ
とができました。協議会としては、9 月からくらし部会
で「地域移行支援・地域生活支援分散会」が始動します。
支援者は何をすべきか、何ができるか、支援者が孤立す
ることなく共に考えることで、障害のある人一人ひとり
の人権を尊重し、支援につなげていく必要があります。 

災害（事件）にしない平時からの支援体制の構築へ向
けての課題を、以下、2 点あげておきます。 

①事件や虐待案件についてのケース分析や勉強、再発
防止策等、実効力を果たしてしていくための場の構
築  

②意思決定支援（本人が決められるようになるように
支える支援）システムの構築 
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虐待案件を職場のその後にどう生かすか 

～5.19 虐待防止・権利擁護研修～ 

協議会・基幹・拠点事務局  小河 努
  

1.研修で伝えたかった主旨 

今年は、相模原障害者殺傷事件（2016.7.26）からちょ
うど 10 年の年に当たります。協議会では、5/19 の定例
会に併せて虐待防止・権利擁護研修を実施しましたが、
担当した私自⾝は、この事件を念頭に研修を進めました。
なぜこのような凄惨な事件が、私たちと同じ障害者施設・
福祉事業所で起き、しかも本来は代弁者であるべき職員
が加害者となったのかという点です。個人の責任に帰着
できない課題が、裁判においても、右肩上がりの「障害
者虐待調査」（厚労省）においても指摘されています。 

研修の直接の流れは、昨年の 6 月にくれんどで起きた
虐待事案を題材に、 
①虐待通報の意義を明らかにすること 

②事件後の整理・総括の方法を共有すること 
を主な目的としました。研修では十分に説明しきれなか
った部分があるため、ここに改めて整理のポイントを補
足しておきます。 
 
2.虐待事件は「差別事件」でもある 

障害者の虐待・暴行は、障害者に対する差別の構造と
深く結びついています。いわゆる“優生思想”です。相模
原事件でもそのことが指摘されています。虐待通報は、
私たち自⾝も無縁ではない社会意識や、職場の研修・組
織体制、多忙化や環境などの構造的要因を問い直し、改
善していくきっかけとしなければなりません。 
 
3.事件にフタをしない―通報の重要性 

出発点は「通報すること」です。当初、通報にフタを
した例として、山口の A 園事件（2013–2014）を紹介し
ました。結局、職員の隠しカメラによる告発で発覚しま
したが、 その後の総括を読むと、当事者の痛みや施設従
事者が果たすべき代弁機能には、十分届く内容になって
いない印象があります。 
 

 

 

4.事件後の整理で大切にしたこと 

くれんどの整理では、誰かが書いた「作文」にしない
ことに留意しました。事実確認を丁寧に行い、各自が考
え、全体で共有できる形になるよう心がけました。事後
の取り組みのハードルを下げるために用いた方法が「問
題の外在化アプローチ」です。これは、加害者あるいは
職員の主体性をいきなり問うのではなく、問題をテーブ
ルに置いて（外在化して）議論することで、 職員が参加
しやすい環境をつくることに目的があります。また、報
告書の結果よりも、作成プロセスを共有することを重視
するアプロ―チでもあります。 
 
5.具体的な整理の方法 

くれんどの各部門で議論する際に使用した 2 つの分析
シート（要因分析と改善策）は、当日紹介しましたが、
あらためて紹介しておきます。 
①【要因分析】氷山モデルシート…行動の背景にある要  

因を可視化し、構造的に理解する。 
②【改善策】ICF(国際生活機能分類)モデルシート…支援 

環境・個人要因・社会的要因を整理し、改善策を導く。 
 
6.その後の取り組み 

くれんどでは、氷山モデル・ICF モデルを用いた共有
プロセスを経て、15 項目の具体的な改善計画を策定し、
現在も職場の見直しや研修に取り組んでいます。 
 
【5/19 虐待防止・権利擁護研修の感想から】 

・法人として虐待に該当する行為は一切禁止すると共に、
定期的に研修を行うことで虐待防止を意識するよう努
めることが大事であると思います。 

・委員会開催の意義は、「話し合いの場」「振り返りの場」
「事実確認の場（なぜそうなったのか一緒に考える）」
「改善・対策を検討する場」をつくることにあるため、
研修を引き続き継続して開催して行く必要があると思
いました。

 


